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入
学
試
験
問
題 

「
小
論
文
」 

（
そ
の
一
） 

 

記
事
で
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
を
、
賛
成
、
反
対
の
ど
ち
ら
か
の
立
場
に
立
っ
て
書
き
な
さ
い
。（
８
０
０

字
以
内
） 

（
※
問
題
作
成
の
た
め
一
部
改
変
） 

                                      

「
小
論
文
」（
そ
の
二
）
へ
続
く 

今
ど
き
の
「
卒
ア
ル
」
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
修
整
は
当
た
り
前
、
モ
バ
イ
ル
版
で
動
画
や
音
声
も 

間
も
な
く
卒
業
シ
ー
ズ
ン
。
学
校
生
活
の
思
い
出
を
凝
縮
し
た
の
が
卒
業
ア
ル
バ
ム
だ
。
最
近
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
が
あ
る
と
い
い
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
目
を
つ
ぶ
っ
た
生
徒
の
顔
を
差
し
替
え
る

こ
と
も
で
き
る
ら
し
い
。
今
ど
き
の
「
卒
ア
ル
」
事
情
を
、
広
島
県
内
で
探
っ
た
。 

卒
ア
ル
作
り
に
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
活
用
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
三
原
市
の
三
原
小
を
訪
ね
た
。

６
年
生
を
昨
春
に
送
り
出
し
た
森
本
直
也
教
諭
（
35

）
が
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
見
せ
て
く
れ
た
。
ア

ル
バ
ム
に
載
せ
る
写
真
候
補
が
25

枚
ほ
ど
入
っ
た
フ
ォ
ル
ダ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
児
童
が
写
る
枚
数
が
自
動
で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
。
ス
マ
ホ
の
ロ
ッ
ク
解
除
な
ど
に
使
わ
れ
る
顔
認

証
と
同
じ
仕
組
み
と
い
う
。 

同
校
は
３
年
前
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
ま
で
、
候
補
の
写
真
を
並
べ
た
用
紙
の
横
に
児
童

の
名
簿
を
添
え
、
教
員
が
正
の
字
で
数
え
て
い
た
。
森
本
教
諭
は
「
作
業
量
が
大
幅
に
減
り
、
楽
に

な
っ
た
」
と
喜
ぶ
。
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
エ
グ
ゼ
ッ
ク
（
東
京
）
に
よ
る
と
、
全
国
約

２
千
校
が
採
用
し
て
い
る
と
い
う
。 

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
顔
認
証
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ア
ル
バ
ム
会
社
な
ど
に
よ
る
と
、
集
合
写

真
の
撮
影
時
に
欠
席
し
た
生
徒
を
列
の
中
に
合
成
▽
校
則
で
持
ち
込
み
禁
止
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
を
消
す
―
と
い
っ
た
修
整
は
今
や
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。 

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
ア
ル
バ
ム
の
形
も
変
え
て
い
る
。
大
手
の
ダ
イ
コ
ロ
（
大
阪
）
は
２
年
前
、
モ

バ
イ
ル
版
の
卒
ア
ル
の
提
供
を
始
め
た
。
動
画
や
音
声
も
記
録
で
き
る
の
が
利
点
だ
。
松
本
秀
作
社

長
は
「
『
大
リ
ー
ガ
ー
に
な
り
た
い
』
な
ど
と
語
る
姿
が
当
時
の
声
で
残
る
。
大
人
に
な
っ
て
見
返

し
た
ら
楽
し
い
は
ず
」
と
強
調
す
る
。 

紙
の
ア
ル
バ
ム
の
構
成
を
工
夫
し
、
「
自
分
だ
け
の
一
冊
」
を
作
る
の
は
安
田
幼
稚
園
（
広
島
市

中
区
）
だ
。
ア
ル
バ
ム
の
一
ペ
ー
ジ
は
、
保
護
者
が
選
ん
だ
わ
が
子
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
で
つ
く
る
。 

こ
こ
で
一
つ
、
疑
問
が
湧
い
た
。
今
は
多
く
の
人
が
ス
マ
ホ
に
親
し
ん
で
い
る
。
中
高
生
な
ら
友

達
同
士
、
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
画
像
を
交
換
し
、
顔
の
加
工
も
お
手
の
も
の
だ
。
そ
ん
な
時 

受 験 番 号 
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入
学
試
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小
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（
そ
の
二
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注 

意 

（
１
）
字
数
は
所
定
の
原
稿
用
紙
二
枚
以
内
。
時
間
は
60

分
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
）
こ
の
紙
の
余
白
は
メ
モ
用
紙
と
し
て
自
由
に
使
用
し
て
よ
い
が
、
終
わ
っ
た
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

机
の
上
に
原
稿
用
紙
（
小
論
文
）
と
一
緒
に
置
い
て
、
持
ち
帰
ら
な
い
こ
と
。 

代
に
、
若
者
は
卒
ア
ル
を
必
要
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

安
西
高
（
安
佐
南
区
）
３
年
の
松
本
弥
月
（
み
づ
き
）
さ
ん
（
18

）
は
「
顔
を
加
工
で
き
な
い
の

で
、
ア
ル
バ
ム
を
見
た
ら
『
盛
れ
て
な
い
ー
』
っ
て
な
る
け
ど
、
そ
れ
も
思
い
出
か
な
」
と
笑
う
。 

「
開
く
と
き
の
緊
張
感
は
ア
ル
バ
ム
な
ら
で
は
」
と
話
す
の
は
、
広
島
修
道
大
協
創
高
（
西
区
）

３
年
の
前
田
羽
喜
（
う
き
）
さ
ん
（
18

）
。
「
先
生
や
関
わ
り
の
少
な
か
っ
た
同
級
生
の
写
真
も
あ

り
、
見
返
し
た
時
に
話
が
弾
む
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
卒
ア
ル
の
重
み
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら

な
い
の
か
も
。 

 

中
国
新
聞
デ
ジ
タ
ル
「
こ
ち
ら
編
集
局
で
す
」 
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